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農作物のゲノム解読とその解析が進んだ結果、我々が日頃食べている農作物は、自然に発 

生した遺伝子変異の中から作物にとって重要な変異が人の手によって選ばれ、それが蓄積し 

て出来上がってきていることが明らかになってきました。加えて、変異した遺伝子の実態も 

明らかになってきました。これにより、元からあった遺伝子の一部を僅かに変化させること 

で、農作物が病気に強くなったり、腐りにくくなったり、甘くなったり、機能性が高まった 

りすることが分かってきました。 

 我々の研究グループでは、トマトを果実研究の代表選手と考え、農作物としてのトマトの 

重要形質（性質）を制御する分子機構の解明に取り組んでいます。その結果、一つの遺伝子 

に小さな変異が起こることにより、受粉なしで着果するトマト（単為結果性トマト）や甘い 

トマト（高糖度トマト）が出来ることを明らかにし、近年、大きな注目を集めています。 

 近年、ゲノム編集技術という技術が発展し、元からある遺伝子の一部を自在に書き換える 

ことができるようになりつつあります。そこで、農作物の重要形質に関する遺伝子情報と遺 

伝子を改変する技術を組みあわせることで、目的とする有用な形質を持った農作物を迅速に 

開発することが可能になりました。本講演では、ゲノム編集技術を使ったトマトの育種改良 

の事例を紹介します。一般に、完熟収穫した農作物は、美味しいと言われます。“道の駅”な 

どで販売されている農作物が美味しいのは皆さんご存知だと思います。その理由の一つは、 

完熟した状態で収穫された農作物が販売されているからです。一般の流通用には、完熟一歩 

手前の段階で収穫されます。これは流通・消費過程でのロスを減らすためです。トマトでは 

日持ち性遺伝子の研究から、その遺伝子の一部を書き換えることで、大幅に日持ち性が向上 

し、完熟収穫しても、流通・消費の過程でロスが少ない、美味しい品種が開発できる目途が 

立ってきました。このトマトで紹介した技術は、他の重要な果実や果菜類の改良に応用可能 

であり、育種家からも大きな期待がよせられています。 

 




